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数 2 の部分グラフ)内の 2 点の距離関係を調べる手法であり 1984年に Biggs たちが次数 3 の距離正則グラフを完全分
類したときに，その鍵となった。本論分では，この技法の対象をサーキットから一般の部分グラフのレベルまで拡張
することによって取り出された部分構造がムーアグラフになることを示す。
論文審査の結果の要旨
平木君はこの論文において，距離正則グラフがムーアグラフを部分グラフとして含むための自然な十分条件を与え
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た。この結果は，グラフ理論における主要な未解決問題のひとつである「距離正則グラフの分類問題」の解決へ向け
ての一歩という観点から極めて興味深く，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるo
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